
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リアルな学び、リアルなコミュニケーションを」 

一昨年、オーストラリア議会は 16 歳未満の子どもたちによるソーシャ 

ルメディアの利用を全面的に禁止するという前例のない法律を承認しまし 

た。その背景には、ソーシャルメディアの過度な利用が子どもたちのメン 

タルヘルスに深刻な影響を及ぼす可能性があることから、子どもたちの安 

全と健全な成長を守りたいという強い意図があります。また、日本におい 

ても、愛知県豊明市が「スマホ使用条例」を施行し、自由時間でのスマー 

トフォンの使用を 1 日 2 時間以内に抑えることや、小学生以下は午後９時以降の利用を控えこと

を求めています。反対意見もありましたが、こちらもまた、子どもたちの睡眠時間の確保等、健

やかな成長を願う取組であることがうかがえます。 

さて、子どもたちを取り巻く環境が、法律等で規制しなければいけないほどの危機的な状況な

のでしょうか。今年度実施した本校の学校アンケートによって、子どもたちのメディア使用時間

や保護者の皆様の働きかけついて、下記のことがわかりました。 

 

 

 

 

上記の円グラフは子どもたちの日常のメディア使用時間を示しています。１時間未満が青、２

時間未満が赤、３時間未満がオレンジ、それ以上の使用が緑となっています。学年が上がるにつ

れ、青の割合が低くなり、緑の割合が高くなっていることがわかります。このまま成長とともに

メディア使用時間が増え続けるようならば、オーストラリアや豊明市のような規制案が必要にな

る可能性も考えられます。 

                 そのような子どもたちのメディア使用状況の中、左の円グラフは、保 

          護者の皆様が「メディア使用時間が適切になるように働きかけを行っ 

                  ている」かを示したものです。９５％以上のご家庭が、使用時間を区 

                    切ったり、声掛けを継続したりしていることが分かりました。 

         （青：よくあてはまる 赤：あてはまる）学校でも同じ視点で指導を続 

          けていますので、ご家庭と連携しながら子どもたちを見守れている 

                    ことを大変ありがたく感じています。 

            タブレットやスマートフォンは非常に便利な道具ですが、実体験に基

づく学びに勝るものはありません。子どもたちには、体を動かし、知恵を働かせ、友達とたくさ

んかかわりながら、豊かな経験を積んでほしいと願っています。 
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後期学校評価アンケートより ～ご協力ありがとうございました～ 

（満点４，中間値２．５、◎３．５以上高評価（赤）、３未満低評価（青）） 

 

 

   前期 後期 

 

１ 

児 童 進んで挨拶をしていますか。 ３．４ ３．４ 

教職員 子ども達は進んで挨拶をしている。 ２．７ ２．９ 

まだ、数値的には物足りないですが、前期と比べると数値が上がっています。この成果を生かし

て指導 G を中心に、子ども、大人ともに根気強く、粘り強く挨拶の取組を続けていきます。 

２ 

児 童 友達と助け合うことができますか。 ３．３ ３．４ 

保護者 「徳」の教育目標「思いやりのある子」の取組の成果がある。 ３．３ ３．４ 

教職員 「徳」の教育目標「思いやりのある子」が育っている。 ３．０ ３．４ 

３ 

児 童 あきらめずに挑戦することができていますか。 ３．３ ３．２ 

保護者 「体」の教育目標「ねばり強くやりぬく子」の取組の成果がある。 ３．３ ２．９ 

教職員 「体」の教育目標「ねばり強くやりぬく子」が育っている。 ２．９ ３．１ 

体力的なものもありますが、身につけていくための少しずつ努力を積み重ねていく力がもう少

しのようです。体育を中心とした毎回の地道な体力づくりの取組をはじめとして、他の授業の

面でも、学力を高めていくための粘り強い取り組みを大切にしていきます。 

４ 

教職員 
体力向上プランや新体力テストの評価をもとに、組織的な体力づ

くりにより、児童の体力が向上している。 
３．０ ２．８ 

体力はもちろんのこと、粘り強さを育成していくうえでも、保健体育 G が中心となりながら、

体育の授業を中心とした中で、全校的な体力づくりの取組を考えていきます。 

５ 

児 童 学校は楽しいですか。 ３．４ ３．３ 

保護者 我が子は、楽しく学校に通っている。 ３．３ ３．２ 

教職員 子ども達は楽しく学校生活を送っている。 ３．５ ３．３ 

６ 

児 童 自分には良いところはありますか。 ２．７ ２．８ 

粘り強くちゃんと聞く、ちゃんと話すことを大切にし、考えを深め合う授業づくりを大切にし

てきました。あいさつについても、粘り強く取り組むことを大切にしています。まだ数値的には

物足りないですが、子どもたちが自信を持てることが少しずつ増えてきています。 

７ 

児 童 いじめは絶対にしてはいけないこととわかっていますか。 ３．８ ３．９ 

指導 G 中心に取り組んできました、普段からのいじめ指導、友達とのかかわりの指導、授業を

通した生徒指導の成果が出ています。 

８ 
教職員 いじめ・不登校・体罰の未然防止等に関する危機管理意識が高まっ

ている。 

３．７ ３．７ 

９ 

教職員 
個別面談やアンケートによる児童理解を深め、きめ細かな生徒指

導を行っている。 
３．８ ３．７ 

２学期後半に指導 G 提起による個人懇談を行いました。子どもたち一人一人の喜びや悩みにつ

いてていねいな対応を行うことができました。 

 

Ⅰ，学力・体力・心について 



１０ 

教職員 
児童の実践交流が随時行われ、組織的指導体制や校内外との連携

が迅速に行われている。 
３．８ ３．５ 

毎日の職員終会の中で（毎日、１６：１５～１６：３０に行っています。）児童の様子を全校

で交流しています。今後は、指導 G が中心となり、学級で困ったことがあったときに、担任の

先生が悩むだけで終わらず、指導 G の先生や、校長や教頭が一緒に話し合って子どもたちのた

めの方策を考えていける体制を考えていきます。 

１１ 教職員 教育活動全般にわたって、子ども達の安全確保に努めている。 ３．５ ３．９ 

１２ 教職員 
不審者対策や登下校の安全、熊出没時の対応など、防犯・安全体制

が確立されている。 
３．７ ３．８ 

１３ 

教職員 
各種調査結果等や教育活動の実践をもとに教育活動の改善が図ら

れている。 
３．３ ３．０ 

教務 G が中心となりながら、来年度の授業内容をもっと子どもたちがわかりやすく、楽しみな

がら学べるようなものとなるように、改善を重ねていきます。 

１４ 教職員 
予算・経理の適切な処理、要望の集約や文書整理、発送・保管は適

切に行われている。 
３．７ ３．９ 

１５ 教職員 施設設備の整理や安全点検は、組織的・定期的に行われている。 ３．７ ３．７ 

１６ 教職員 
教職員の服務規程違反を防止するための研修や情報提供が行われ

ている。 
３．７ ３．９ 

１７ 

教職員 
働き方の問題を自分事ととらえ、my 定時退勤や no 残業ディなど

により、自身の働き方を見直している。 
３．２ ３．２ 

先生方が子どもたちに対して効果的な教育活動を行うこと（授業と学級づくりを大切にし、全

力で取り組める）ができるように、日々の生活の質や教職人生を豊かにし、自らの人間性や創

造性を高める時間の確保のために、働き方改革に取り組んでいます。（先生方の勤務時間８：

００～１６：３０，残業時間…月４５時間まで…いずれ３０時間までになりそうです。）その

ために、校長、教頭のほうで、先生方が休憩時間（１５：３０～１６：１５…一般の方の昼休

みと同じで、自由に過ごせる時間です。その分先生方は、昼は給食指導や、清掃指導などがあ

り、仕事をしています。）を確保し、退勤時間（１６：３０）に帰りながらも、子どもたちの

ための授業準備や打ち合わせができるように、A 日課（通常日課…6 校時１５：３０下校：

火、金）、B 日課（短縮日課、会議日…６校時１４：４５下校：月、水）、５時間授業（A 日課

…１４：４０下校→会議のない木曜日、B 日課…１４：１０下校→会議日の木曜日）など、４

月からの日課表の整備を進めています。また、授業時間を確保するための行事の内容の精選、

日程の整備に取り組んでいます。土日、祝日等の先生方の休日の確保も含め、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

１８ 教職員 
自身のアイデアを生かしながらも、働き甲斐を感じる職場づくり

に努めている。 
３．１ ３．３ 

  

 

 

 

 

 



 

   前期 後期 

１９ 児 童 授業は楽しいですか。 ３．２ ３．１ 

２０ 児 童 国語の授業はよくわかりますか。 ３．３ ３．２ 

２１ 児 童 算数の授業はよくわかりますか。 ３．２ ３．２ 

２２ 児 童 理科の授業はよくわかりますか。 ３．３ ３．３ 

２３ 教職員 授業改善の検証が組織的に進められている。 ３．３ ３．５ 

２４ 教職員 
全教育活動を通して、各学年の道徳重点目標の実現に向けた指導

が行われている。 
３．１ ３．２ 

２５ 教職員 
学級活動を通して、コミュニケーション能力や社会情緒的能力が

向上している。 
３．１ ３．３ 

２６ 

教職員 児童会活動を通して、自治的能力や自主性が向上している。 ３．１ ２．８ 

何年か同じような活動が続いてしまって、子どもたちの意欲を生かし切れていないところがあ

ります。児童中心に新たな活動を考えたり、自発的に活動できるような計画づくりについて、

指導 G で考えていきます。 

２７ 教職員 
学校行事を通して、集団への所属館や連帯感、公共の精神が向上し

ている。 
３．５ ３．５ 

２８ 教職員 
特別な支援を要する児童の実態の共有と、組織的な支援体制が確

立されている。 
３．３ ３．５ 

２９ 教職員 
特別支援教育を充実させるため、校内外との連携や支援体制が確

立されている。 
３．２ ３．４ 

３０ 

児 童 
授業では先生や友達の話をよく聞き、低…発表したりしています

か。中高…自分の考えを発表したり、説明したりしていますか。 
３．１ ３．０ 

保護者 
今年度の重点目標「『元気いっぱい笑顔でいきいき』の子どもの育

成」や合言葉「ちゃんと聞く、ちゃんと話す」が伝わっている。 
３．２ ３．０ 

教職員 合言葉「ちゃんと聞く、ちゃんと話す」子が育っている。 ２．９ ２．８ 

子どもたちが意欲をもってたくさん話そう、しっかり聞こうとすることができるような取組を

教務 G 中心に、今やっている取り組みをよりていねいに取り組むことも含めながら考えていき

ます。 

３１ 

児 童 
ペアやグループ学習で、自分の考えを広めたり深めたり、確かめ

たりしていますか。 
２．８ ３．２ 

保護者 「知」の教育目標「考えを深め合う子」の取組の成果がある。 ３．１ ３．０ 

学び研修 G が中心となって、グループで協力して学習に取り組み、学んだことや考えたことを

ノートに書いたり、ICT を活用したりする方法を先生方で授業を見せ合いながら取り組んでい

ます。それらの成果が出ています。 

 

 

 

 

 

Ⅱ，授業について 

保護者同士の楽しいひと時を過ごしました。 

 １２月に PTA 恒例の、ミニバレー大会を開きました。 

学年ごとにチームを組み、保護者同士のチームワークを高 

めながら、和気あいあいと楽しみました。場の設定、当日 

の準備、進行と進めてくださった。PTA 行事部会の皆様。 

大変ありがとうございました。 



   前期 後期 

３２ 

児 童 
タブレットを、低…使った学習は楽しいですか。中・高…学習に役

立てていますか。 
３．６ ３．６ 

保護者 
学校は、ICT を活用するなどの授業改善を続け、わかる・楽しい授

業づくりに努めている。 
３．３ ３．１ 

教職員 ICT の活用により授業改善や校務 DX が図られている。 ３．０ ３．１ 

子どもたちは、タブレットを使って自分の意見を書いたり、自分のアイデアを交流する学習に

積極的に取り組めています。新年度からは、子どもたちに、iPad 等が町から貸与されます。

その時に効果的な使い方を先生方で学習して授業に生かしていきます。 

３３ 
保護者 

学校は、地域の力（人材・施設・設備など）を生かした教育活動を

進めている。 
３．３ ３．３ 

教職員 浜頓別の教育資源を生かした教育活動の充実・改善が進んでいる。 ３．７ ３．５ 

３４ 

教職員 自身の研修課題を意識し、自ら進んで研修を進めている。 ３．１ ２．９ 

毎日の忙しさもあり、先生方も学びたいところですが、なかなか難しさがあるようです。学び

研修 G では、外に出ての研修も含めて、先生方がたくさん学び、より子どもたちにわかる楽し

い授業ができるようにと考えています。 

 

 

 

   前期 後期 

３５ 児 童 朝ご飯を毎日食べていますか。 ３．７ ３．７ 

３６ 児 童 体を動かすことが好きですか。 ３．４ ３．４ 

３７ 

児 童 

家庭学習や宿題に進んで取り組み、３０分（１・２年）、４０分（３

年）、５０分（４年）、６０分（５年）、７０分（６年）勉強してい

ますか。 

２．９ ２．９ 

保護者 

わが子は、学年の目安時間の家庭学習（宿題を含む）をしている。 ３．１ ２．８ 

わが子が、学年の目安時間の家庭学習（宿題を含む）をするように

働きかけている。 
３．１ ３．１ 

上記の朝ごはんも含めて大変ありがとうございます。ご家庭の力で、子どもたちの規則正しい生

活づくりができています。家庭学習については、声かけはしても… なかなか… と、ご家庭で

もご苦労されているようですね。教務 G のほうでは、新年度家庭学習の意欲を高める取り組み

を、ていねいに子どもたちに指導する方向で考えています。 

３８ 児 童 家で読書をしていますか。 ２．４ ２．２ 

ご家庭での読書もなかなか進まなくて苦労していることと思います。環境文化 G が中心とな

り、まずは学校で読書を進めて、本を好きになってもらおうという取組を考えていきます。 

 

 

Ⅲ，家での生活について 



３９ 

児 童 

普段の日のゲーム・インターネット・YouTube・SNS などの時

間（０～１時間４、１～２時間３、２～３時間２、３～４時間

１） 

２．７ ２．６ 

保護者 

わが子のメディア使用（ゲームや SNS など）の時間は適切であ

る。 
２．７ ２．４ 

わが子のメディア使用（ゲームや SNS など）の時間が適切にな

るように働きかけている。 
３．２ ３．２ 

言っても… 言っても… ご家庭でも困っているところですね。でも、粘り強く声かけはお願い

します。学校でも、指導 G を中心に、新年度早期からのゲーム、インターネット、YouTube、

SNS 等の自己管理に向けた取り組みを考えていきます。 

４０ 

児 童 交通ルールや約束を守って安全に過ごしていますか。 ３．７ ３．７ 

保護者 
学校は、教育活動全般にわたって、子どもたちの安全確保に努めて

いる。 
３．５ ３．３ 

４１ 教職員 学校経営方針や教育活動の様子は、保護者・地域に伝わっている。 ３．３ ３．５ 

４２ 教職員 園・小・中の連携が計画的に行われ、交流に効果が表れている。 ３．３ ３．３ 

４３ 教職員 学校を応援する地域や保護者の様子が見られている。 ３．５ ３．５ 

 

 

 

・ 「アンケートのお願い」通知文の回答の仕方の文書を改善してほしい。通知文を配布する前に 

フォームの事前にアクセスできるかチェックしてほしいです。（何度もアクセスして時間が無駄に 

なりました。 

お忙しい中、大変ご迷惑をおかけしました。わかりやすく改善していくことと、フォーム完成後は、

しっかり確認をしていきたいと思います。 

・記名式で行うことや学年を書く意味があまりない気もします。 

アンケート結果については、全校的な様子を校長、教頭が見ることと同時に、学級の様子について

は、担任が見ています。ですので、学級経営に生かすためにも学年は必要と考えています。また、一

人一人の子どもたちやご家庭の悩みに応え、ていねいに指導したり、対応していくためにも、ぜひと

もどなたかわかることが必要です。お手数をおかけしますが、ご理解をお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□保護者の方のご意見より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

□まとめ 

■２学期の学校の取組、先生方の尽力、子どもたちのがんばり、ご家庭のご協力に 

より、まだ課題はあるものの、考えを深め合う力が伸び、積極的に挨拶をする子 

が少しずつ増えています。児童の自信も少しずつついてきています。全校的に課 

題をおさえて、学級の先生だけが努力するのではなく、校内の色々なグループで 

知恵を出し合いながら取り組むことにより子どもたちに力をつけることができま 

した。また、ご家庭でのご指導、ご協力、大変ありがとうございました。 

■今回の結果からの子どもたちの伸びているところ、引き続き力をつけていると 

ころ、課題が見えてきているところ、依然として課題が解決していないとこ 

ろ、様々な面を見ながら、これからの教育活動、新年度の教育活動に生かしてい 

きたいと考えています。 

□今、こんなことを話し合っています。 

■教務 G 

・今年取り組んだ授業をもっとわかりや 

すく、楽しく、ていねいに子どもたちに 

力をつけていけるように、内容と、時数 

について話し合っています。 

・ちゃんと聞く、ちゃんと話す力を高める 

ために、取り組みだけでなく、子どもた 

ちが意欲をもって「やろう！」と思える 

声かけの方法を考えています。 

・子どもたちが意欲的に家庭でも学習に 

取り組もうと考えることができる。そん 

な子どもたちの様子を家庭でも激励で 

きるような内容を考えています。 

■環境文化 G 

・家での読書習慣につながるように、ま 

ずは、学校での読書習慣をつける取り組み 

を考えていきます。 

■学び研修 G 

・新年度タブレットが iPad に変わりま 

す。ぜひ、授業に生きるように先生方で 

使い方、子どもたちの授業での活用の仕 

方を学んでいきます。 

・学校の中だけでなく、先生方も外に出て 

たくさん学んで、子どもたちへの授業、 

指導に生かしていきます。 

■指導 G 

・子ども、大人ともに、根気強く、粘り強 

く、学校生活の意欲が高まるように、あ 

いさつを元気よく続けていきます。 

・学級の良いことや、困りごとを、全員の 

先生方が知っていて、指導の仕方をみ 

んなで考えあい、みんなで指導してい 

ける体制を考えていきます。 

・前年度と同じことだけではなく、子ども 

たちの意見を生かしながら新しい取組を 

考え、子どもたちが積極的に活動して 

いける委員会活動を目指します。 

■保体 G 

・授業の中で、子どもたちの実態に合わせ 

ながら、毎時間取り組んでいく体力づく 

りを考え、体力アップと、粘り強さアッ 

プを目指します。 

■管理職（校長・教頭） 

・先生方が、授業づくりや学級の集団づく 

りに全力で取り組め、困ったことを相談 

しあいながら解決していけるような元 

気のある学校になるように、時間の工 

夫と、仕事内容の工夫、休息が取れる環 

境づくりをしていきます。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ２日（月）浜中入学説明会（６年） 

 ３日（火）３・４年スキー 

 ４日（水）一日入学・保護者説明会 

 ６日（金）１・２年スキー 

      PTA 役員会（１８：３０） 

 ９日（月）全校朝会  

児童会環境委員会掃除強化 

週間（～１３日） 

食物アレルギー調査〆切 

１０日（火）１・２年参観・懇談 

１１日（水）建国記念の日 

１２日（木）５・６年参観・懇談 

      １・２年スキー 

１３日（金）３・４年参観・懇談 

１６日（月）PTA 運営委（１８：３０） 

２３日（月）天皇誕生日 

２４日（火）メディア対策強化週間 

（～３／３） 

２７日（金）児童会役員選出 

 

冬を好きになる 
子どもたちは、冬の寒さが厳しく、雪が

たくさん降る北海道、この浜頓別で過ごし

ています。１２月～３月のこの長い期間、

楽しく過ごすためには、冬が好きになるこ

とが不可欠です。冬が嫌いになって、暖か

い家で、ゲーム・YouTube・ネットばか

りしていては損をしてしまいます。 

 私たちの暮らしている北海道でしかほぼ

できない遊びがあります。ウィンタースポ

ーツ、雪遊びです。学校では、少しでも上

手になれば、たくさん滑って冬が楽しくな

るスキー授業、雪山でたくさん遊べば冬が

楽しくなる、しり滑り、ソリ滑り、チュー

ブ滑りができます。先週の放課後、学童で

遊んでいる子どもたちの様子を見かけまし

た。スコップを出してきて、遊具のところ

で雪穴掘りをして遊んでいました。 

 たくさん外に出て友達と雪遊びをして、

「冬を楽しく過ごす。」「冬を好きなる。」

そんな子どもたちに育ってくれればと思い

ます。 

 地域の方も、スキー授業の講師やお手伝

いとして来てくださったり、グランドの雪

山づくりをしてくださったりと、たくさん

子どもたちのためにお手伝いして下さって

います。ぜひ、冬が苦手な大人も、子ども

たちをいっぱい外に連れ出して一緒に楽し

んでみてはいかがですか。 

仲間同士のきずなを深め、困ったことを何でも出し合える集団に 

 自殺予防教育の一環として、２学期末から３学期初めにかけて３年生と５年生で道徳授業を

しました。本校の若手のホープの大柳先生と、堀田先生が、子どもたちがかかわる力を高め自

分たちにとって楽しい学校になるようにと、道徳の授業の中身を工夫して取り組みました。 

 ５年生は、思春期の入り口として悩みはだれでももつもの、悩みがあるから成長する、恥ず

かしいことではないので、悩んだことがあったら友達や先生や大人にどんどん相談していこ

う！ ３年生は、悪意はないのに何気ない一言が友達を傷つけてしまうことがある。そんな言

葉がけを気を付けることや、相手は悪意をもって言っているわけではなく、自分のことを気に

かけて言ってくれているときが多いので、友達からの声かけは恥ずかしいことではなく、もっ

と自信をもって友達をたくさん頼っていこう！ 等のことを学びました。人と人とのかかわり

は子どもも大人も一番難しいことです。でも、相手がいるからこそ頼れる。相談できる。だか

らかかわることは素晴らしいと感じてくれることを願っています。 


